
 令和元年度第４回座間市在宅医療推進協議会（子会議） 

 

日 時：令和元年７月９日（火）１８時３０分～２０時００分 

場 所：サニープレイス ３階研修室 

 

１．在宅医療・介護連携支援室より活動報告 

［ア］…市外事業所に調査票を配布し１１事業所が回答。往診・訪問診療を行っている事業所の

追加調査は６月２４日完了。これらは(オ)相談支援用の情報資料に追加する。 

［イ］…業種別連絡会立ち上げと定期研修会のワーキングチームが稼働中。７月４日「介護サー

ビス提供事業所の情報充実のためのワーキング検討会」を設置。ケアマネが介護サービス提供

事業所を選択する際に使用する事業所一覧を作成するための情報収集をしていく。情報が充実

した後は、、それぞれの事業所マップ作成と将来的に市民向けにするかどうか検討していく。 

［ウ］…連絡会設立支援を継続中。 

［エ］…ICT を活用した見守りネットワークの個人情報同意説明書の素案について委員で検討中。 

［オ］…８件の相談あり。 

［カ］座間市医療・介護連携定期研修会ワーキングチームで開催準備を継続中。当日の内容につ

いては別紙パンフレット参照。第２回研修会のテーマについてアンケートを実施し、６月２８

日ワーキングで会議を開催した。 

［キ］パンフレット配布を継続中。 

［ク］前回会議以降、新たな取り組みなし。 

※歯科の訪問診療について、事業所に周知していく必要性有無を含め歯科医師会の連携支援室に

相談していく。 

 

２．座間市在宅医療検討委員会（医師会）より 

 ７月２日第２回検討会で支援室長より活動報告と問題提起。市県外からの紹介依頼に対応して

いく為コンサルトドクターを決定。稼働開始日は未定で今後医師会で決定していく。 

 退院時に、病院からケアマネへの情報提供内容が統一されていない。市で統一的なルールを決め

るのは難しい為、許可権限を持つ県（厚木保健所）の会議で医師会長より問題提起する。 

 医師会ホームページに記載されている８月開催の研修会について参加要件の記載があるとよい。 

 

３．ワーキングチーム活動について 

 介護事業者連絡会設立支援チーム 

 委員がケアマネ協会に挨拶、ヒアリングの趣旨説明を行った。ケアマネより忌憚のない意見が聞

かれたため、協議会の説明等もしっかり行いながら少しずつヒアリングを進めていく。 

 今後、７月２９日 相談員部会で挨拶予定。 



 予定…８月 訪問看護、９月 訪問リハ、１１月 通所介護、年明け 訪問介護。 

 小規模多機能はどの連絡会所属になるのか？ 

 →決定していない。次回子会議までに連絡会の構成についての素案を作成し委員で検討して

ほしい。 

 通所介護は県指定の事業所と地域密着型の市指定の事業所があり研修会も別々に行っている。指

定が違う事業所をひとまとめにして連絡会を設立してもよいのか？ 

 →指定はあくまでも許認可の話なので、切れ目のない医療・介護連携という観点で考えると

同じ事業形態なのでひとつの連絡会としてまとめるべき。 

① 座間市医療・介護連携定期研修会チーム 

 各事業所へ周知を開始した。すでに申し込みあり。引き続き準備を進めていく。 

② パーキング検討チーム 

 アンケートを作成してまずは状況把握をする予定。次回会議時にアンケートの素案を提出し、 

委員で検討してもらう。 

 今後ライフボートの駐車場ワーキングと打ち合わせをしていく予定。 

・パーキングについてはライフボートでも検討しているが、市内で事業所の車が何台位走って

いるのか、地域によって違い・特性があるのではないか、利用者の料金負担はあるのか、など

の意見が上がっている。まずは実態がわからないと具体的な話が進められない。 

アンケートにこれらの内容を盛り込んでいく。 

 

                                        以上 


